
かつて日本が，米英と開戦した１２月８日を不戦を誓う日とし，鹿児島県憲法を守る会は「不戦を誓う日」の集会を取り組んできました。しかし，田母神前空幕長の「日本の侵略を否定」する考えが明らかになる中，県内では自衛隊の市街地武装行進や市中軍事パレードが各地で行なわれ、米軍「再編」による鹿屋への米軍訓練運用や馬毛島での米軍基地建設の動き，そして初めて鹿屋基地を使用した日米共同訓練など，米軍と自衛隊との軍事一体化が急速に進んでいます。本集会では、米軍再編と鹿児島の関わり、そして自衛隊の変貌が明らかにされます。不戦の誓いを強めるため、多くの皆さんのご参加を呼びかけます。講師プロフィール東京新聞編集局社会部勤務。１９９２年から現在まで防衛省(庁)取材を担当。海外における自衛隊の活動を豊富に取材を行ってきた。著書に「自衛隊ＶＳ北朝鮮」（新潮新書）「闘えない軍隊」（講談社＋α新書）


